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主な記事

第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場

剛
陸
将
補
）
は
、
今
年
度
最
大

規
模
の
訓
練
と
な
る
「
令
和
５

年
度
旅
団
演
習
」
に
向
け
た
準

備
を
推
進
中
で
あ
る
。

本
演
習
は
、
陸
上
防
衛
力
の

強
化
の
た
め
の
取
り
組
み
で
あ

る
「
領
域
横
断
作
戦
能
力
の
強

化
」
（※

１
）
及
び
「
迅
速
か
つ

分
散
し
た
機
動
展
開
能
力
の
強

化
」
（※

２
）
を
図
り
、
旅
団
の

作
戦
能
力
の
更
な
る
向
上
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

併
せ
て
、
第
15
即
応
機
動
連

隊
（
連
隊
長

徳
淵
文
雄
１
等

陸
佐
）
、
第
14
後
方
支
援
隊

（
隊
長

佐
藤
欣
央
１
等
陸

佐
）
、
第
14
施
設
隊
（
隊
長

𠮷
田
正
幸
２
等
陸
佐
）
、
第
14

通
信
隊
（
隊
長

小
野
田
怜
２

等
陸
佐
）
、
第
14
特
殊
武
器
防

護
隊
（
隊
長

西
原
清
隆
３
等

陸
佐
）
に
対
し
訓
練
検
閲
を
実

施
し
、
各
部
隊
の
訓
練
成
果
を

評
価
す
る
と
と
も
に
、
練
度
向

上
を
促
す
。

各
部
隊
は
、
本
演
習
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え

ら
れ
た
任
務
に
基
づ
き
、
訓
練

を
重
ね
、
実
力
を
進
化
し
、
練

度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
訓

練
想
定
を
も
と
に
策
定
し
た
作

戦
計
画
を
旅
団
長
に
報
告
し
た
。

ま
た
、
射
撃
練
度
評
価
に
よ
り

隊
員
個
々
の
射
撃
能
力
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
機
動
展
開
の

た
め
の
出
動
準
備
を
実
施
し
て
、

任
務
完
遂
に
向
け
た
作
戦
準
備

を
完
整
さ
せ
た
。

射撃練度評価（２５ｍ及び３００ｍ）

※

１

領
域
横
断
作
戦
能
力
の
強
化
と
は
、

従
来
の
陸
・
海
・
空
領
域
に
宇
宙
・
サ

イ
バ
ー
・
電
磁
波
領
域
を
え
た
６
つ
の

領
域
の
相
乗
効
を
強
化
す
る
こ
と
。

※

２

迅
速
か
つ
分
散
し
た
機
動
展
開
能
力

の
強
化
と
は
、
情
勢
の
緊
迫
に
伴
い
迅

速
に
部
隊
等
を
展
開
し
得
る
よ
う
、
機

動
展
開
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
。

（
陸
上
自
衛
隊
Ｈ
Ｐ
か
ら
引
用
）

第１５即応機動連隊長 第１４後方支援隊長

第１４施設隊長第１４通信隊長第１４特殊武器防護隊長

出動準備状況



徳淵連隊長（写真：中央）
ＭＣＶ(１６式機動戦闘車)

による空砲射撃

※段列とは、戦闘部隊に対し、補給や整備支援を行う地域

システム通信群との協同訓練

重
要
な
練
度
向
上
の
場
と
し
、

今
ま
で
練
成
し
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
を
も
と
に
、
戦
い

方
を
具
体
化
し
、
更
に
進
化

す
る
と
と
も
に
、
隊
員
に
対

し
て
は
、
辛
い
と
き
こ
そ
一

致
団
結
し
て
乗
り
越
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
伝
え
た
。
要

望
事
項
と
し
て
「
戦
闘
力
を

組
織
化
し
、
指
揮
の
要
訣
を

実
践
せ
よ
」
「
危
険
見
積
を

継
続
的
に
実
施
し
、
各
種
管

理
を
万
全
に
せ
よ
」
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
せ

よ
」
の
３
点
を
要
望
し
訓
練

検
閲
を
開
始
し
た
。

受
閲
部
隊
は
、
指
揮
官
を

核
心
と
し
て
戦
闘
力
を
組
織

化
す
る
と
と
も
に
指
揮
の
要

訣
の
実
践
に
留
意
し
、
作
戦

遂
行
能
力
等
の
更
な
る
向
上

を
図
っ
た
。

こ
の
訓
練
で
得
た
教
訓
等

を
も
と
に
、
引
き
続
き
準
備

を
万
全
に
し
、
旅
団
演
習
に

お
け
る
任
務
完
遂
に
向
け
て

連
隊
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

集
結
地
で
の
命
令
下
達

作
戦
準
備
完
了
！

２

各種事態に対応するために

近接戦闘を行う隊員

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８３号 令和５年（2023年）８・９月四 国

第１４後方支援隊

第
15
即
応
機
動
連
隊

（
連
隊
長

徳
淵
文
雄
１

等
陸
佐
）
は
、
日
本
原
演

習
場
（
岡
山
県
）
に
お
い

て
、
各
中
隊
及
び
直
轄
小

隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。徳

淵
連
隊
長
は
、
本
訓

練
検
閲
を
令
和
５
年
度
旅

団
演
習
を
目
前
に
控
え
た

第１４施設隊

第
14
施
設
隊
（
隊
長

𠮷
田
正
幸
２
等
陸
佐
）

は
、
８
月
下
旬
、
徳
島

県
阿
南
市
桑
野
川
に
お

い
て
隊
訓
練
（
軽
門
橋

構
築
訓
練
）
を
実
施
し

た
。

軽
門
橋
と
は
主
に
装
輪

車
両
を
渡
河
さ
せ
る
た

め
に
使
用
し
、
人
力
に

よ
る
構
築
が
可
能
な
装

備
品
で
あ
り
、
３
舟
４

導
板
で
は
約
３
ト
ン
ま

で
の
車
両
を
運
搬
可
能

で
あ
る
。

訓
練
間
、
徳
島
県
隊

友
会
及
び
徳
島
駐
屯
地

友
の
会
の
皆
様
か
ら
の

激
励
を
受
け
、
隊
員
は
、

炎
天
下
の
中
で
繰
り
返

し
構
築
訓
練
を
実
施
し
、

各
種
事
態
に
備
え
る
た

め
の
構
築
能
力
及
び
指

揮
・
指
導
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
。

第
15
即
応
機
動
連
隊

第１５即応機動連隊 中隊等訓練検閲第１５即応機動連隊 中隊等訓練検閲

第
14
通
信
隊
（
隊
長

小
野
田
怜
２
等
陸
佐
）

は
、
旅
団
演
習
に
向
け

た
最
終
準
備
を
推
進
し

た
。８

月
上
旬
、
大
池
訓

練
場
（
香
川
県
善
通
寺

市
）
に
お
い
て
、
中
部

方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

と
の
協
同
訓
練
を
実
施

し
、
旅
団
演
習
に
お
け

る
シ
ス
テ
ム
通
信
構
成

要
領
の
最
終
的
な
点
検

を
実
施
し
た
。

ま
た
８
月
下
旬
、
あ

い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀

県
）
に
お
い
て
、
隊
訓

練
を
実
施
し
、
隊
の
指

揮
所
演
習
で
作
成
し
た

部
隊
運
用
計
画
の
実
効

性
を
実
動
に
よ
り
確
認

し
た
。

そ
し
て
９
月
上
旬
に

は
、
至
近
距
離
射
撃
能

力
に
つ
い
て
練
成
す
る

と
と
も
に
旅
団
の
練
度

評
価
を
受
け
た
。

３
つ
の
訓
練
を
通
し

て
第
14
通
信
隊
は
、
万
全
の

態
勢
で
旅
団
演
習
に
参
加
で

き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
作
戦
準
備
は
完
了
し
、

作
戦
開
始
に
臨
む
。

第１４通信隊第１４特殊武器防護隊

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

西
原
清
隆
３
等
陸
佐
）
は
、
７
月

下
旬
か
ら
８
月
上
旬
の
間
、
小
野

演
習
場
（
愛
媛
県
）
に
お
い
て
、

35

度

に
も

耐

え

る

プ
ロ
魂

炎 天 下

令

和

５
年

度

隊

訓

練

（
小

隊

訓

練

検

閲

）
の
実

施

小
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
統
裁
官
で
あ
る
西
原
隊
長

は
「
常
に
敵
を
意
識
し
て
行
動
せ

よ
」
「
指
揮
の
要
訣
の
実
践
」
を

要
望
し
、
訓
練
を
開
始
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
隊
の
今
年
最

小
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

気
温
35
度
を
超
え
る
炎
天
下
の
中
、
本

大
の
目
標
で
あ
る
旅
団
演
習
に

向
け
て
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
練
成
の
成
果
を
確
認
す
る

も
の
で
あ
り
、
対
化
学
活
動
等

の
練
度
を
評
価
し
た
。

隊
は
、
本
小
隊
訓
練
検
閲
で

得
た
成
果
・
教
訓
を
今
後
の
練

成
訓
練
に
反
映
し
、
旅
団
検
閲

に
臨
む
。

桑野川で隊訓練の実施

軽門橋の構築構築班長による命令下達

命令下達

汚染地域の偵察

除染車による活動

第
14
後
方
支
援
隊

（
隊
長

佐
藤
欣
央
１

等
陸
佐
）
は
、
９
月
上

旬
、
あ
い
ば
野
演
習
場

（
滋
賀
県
）
及
び
小
野

演
習
場
（
愛
媛
県
）
に

お
い
て
旅
団
検
閲
に
向

け
た
隊
訓
練
を
実
施
し

た
。本

訓
練
で
は
、
中
部

方
面
後
方
支
援
隊
と
協

同
し
、
港
湾
か
ら
集
積

所
ま
で
の
実
動
に
よ
る

補
給
業
務
の
一
連
の
流

れ
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
分
派
旅
団
段

列
（※

）
及
び
旅
団
段

列
の
集
積
所
に
展
開
す

る
部
隊
と
の
連
携
要
領

の
具
体
化
を
図
っ
た
。

ＷＡＰＣ(９６式装輪装甲車)
上で警戒を行う隊員

隊訓練の実施

中部方面後方支援隊との連携

現地で指導を行う佐藤隊長
（写真：右）

部
隊
と
の
連
携
を
図
る

コンテナの固定を行う隊員



警戒する隊員

81
㎜
迫
撃
砲
実
射
訓
練

第
14
旅
団
は
、
８
月
５

日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お

い
て
、
陸
自
ワ
ー
キ
ン
グ

フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
四
国
（
令

和
５
年
度
募
集
広
報
の

日
）
を
行
っ
た
。

本
フ
ェ
ス
タ
は
、
「
自

衛
隊
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
自
衛
隊
志
願
者
を
獲

得
す
る
」
を
目
的
に
行
わ

れ
、
四
国
４
県
の
募
集
対

象
者
に
対
し
、
駐
屯
地
内

の
各
施
設
を
使
用
し
実
施

し
た
。

募
集
対
象
者
及
び
そ
の

ご
家
族
を
含
め
た
１
３
１

名
は
、
全
般
説
明
の
後
に
、

16
個
職
種
の
紹
介
、
体
験

喫
食
、
隊
員
と
の
懇
談
に

参
加
し
た
。

特
に
職
種
紹
介
で
は
、

第
14
旅
団
及
び
善
通
寺
駐

屯
地
に
所
在
す
る
隊
員
が

そ
れ
ぞ
れ
部
隊
で
保
有
す

る
装
備
等
を
駆
使
し
、
訓

練
展
示
や
説
明
の
ほ
か
、

実
際
に
体
験
す
る
な
ど
募

集
対
象
者
が
理
解
し
易
く

興
味
が
沸
く
よ
う
な
趣
向

を
凝
ら
し
た
紹
介
を
行
っ

た
。ま

た
、
フ
ェ
ス
の
締
め

く
く
り
は
、
隊
員
と
の
懇

談
を
行
い
、
自
衛
隊
に
対

す
る
疑
問
解
消
に
努
め
た
。

３ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８３号 令和５年（2023年）８・９月四 国

転 出 入

転

入

転

出 令
和
５
年
８
月
１
日
付

第
14
飛
行
隊
長
兼

北
徳
島
分
屯
地
司
令

（
陸
上
幕
僚
監
部
）

２
等
陸
佐

池
水

俊
二

人
事
往
来

８
月
１
日
付
で
岡
一
博
１
等
陸

佐
が
陸
上
総
隊
司
令
部
総
務
部
長

（
朝
霞
）
か
ら
第
11
代
副
旅
団
長

第
11
代
副
旅
団
長
兼
ね
て

善
通
寺
駐
屯
地
司
令

岡
１
等
陸
佐
着
任

長
兼
ね
て
善
通
寺
駐
屯
地
司
令
に
着
任
し

た
。当

初
、
慰
霊
碑
に
献
花
を
行
っ
た
後
に
、

庁
舎
前
で
司
令
部
各
部
課
長
等
の
出
迎
え

を
受
け
、
旅
団
長
に
対
し
着
任
の
申
告
を

行
っ
た
。

そ
の
後
、
司
令
部
で
の
紹
介
行
事
、
司

令
部
庁
舎
内
の
巡
視
、
各
部
課
等
か
ら
の

状
況
報
告
を
受
け
旅
団
の
概
要
を
把
握
し

た
。岡

１
佐
は
、
８
月
８
日
に
行
わ
れ
た
駐

屯
地
朝
礼
に
お
い
て
「
誇
り
と
信
頼
」
を

要
望
事
項
に
掲
げ
駐
屯
地
の
隊
務
運
営
に

協
力
を
求
め
た
。

岡
１
佐
は
、
北
部
方
面
通
信
群
長
（
札

幌
）
、
補
給
統
制
本
部
通
信
電
子
部
長

（
十
条
）
、
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計
画
部

通
信
電
子
課
長
（
市
ヶ
谷
）
等
を
歴
任
し

て
い
る
。

司令部紹介行事
旅団長より紹介を受ける岡１佐

（写真：右）

司令部庁舎屋上において
駐屯地周辺の説明を受ける

岡１佐（写真：右）

第
10
代
副
旅
団
長
兼
ね
て
善
通
寺
駐
屯
地
司
令

福
元
陸
将
補

退
官

第
10
代
副
旅
団
長

兼
ね
て
善
通
寺
駐
屯

地
司
令

福
元
洋
一

１
等
陸
佐
は
、
８
月

１
日
付
け
で
陸
将
補

に
特
別
昇
任
さ
れ
、

同
日
付
で
退
官
さ
れ

た
。福

元
陸
将
補
は
、

令
和
４
年
３
月
に
着

任
さ
れ
「
歴
史
と
伝

統
を
守
り

相
互
の
信

頼
関
係
を
築
く
」
を

要
望
事
項
に
旅
団
及

び
善
通
寺
駐
屯
地
の

充
実
発
展
に
心
血
を

注
が
れ
た
。

福
元
陸
将
補
は
、

ご
家
族
と
共
に
善
通

寺
駐
屯
地
所
在
隊
員

に
見
送
ら
れ
駐
屯
地

を
あ
と
に
し
た
。

司令部紹介行事において
記念品贈呈

駐屯地をあとにする
福元陸将補

職種紹介で操縦展示を行う第１４偵察隊の隊員

隊員との懇談

第
14
旅
団
司
令
部
第
２
部
長

（
陸
上
幕
僚
監
部
）

２
等
陸
佐

鈴
木
伸
次
郎

統
合
幕
僚
監
部

（
第
14
飛
行
隊
長
兼

北
徳
島
分
屯
地
司
令
）

２
等
陸
佐

福
重

誠
啓

東
部
方
面
総
監
部

（
第
14
旅
団
司
令
部
第
２
部
長
）

２
等
陸
佐

小
澤

謙
雄

令
和
５
年
８
月
１
日
付

高所から降下する
第１５即応機動連隊の隊員

野外電話機の説明を行う
第１４通信隊の隊員

第５０普通科連隊

第
50
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

山
内
和
也
１
等
陸

佐
）
は
、
８
月
中
旬
か
ら
下

旬
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
の
演

習
場
（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
、

連
隊
野
営
を
実
施
し
た
。

本
野
営
で
は
、
増
強
普
通

科
中
隊
に
よ
る
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
富

士
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
）
訓
練
に
向
け
た
練
成

訓
練
及
び
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
、

81
㎜
迫
撃
砲
の
実
弾
射
撃

訓
練
を
行
っ
た
。

練
成
訓
練
に
お
い
て
は
、

Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練
に
よ
り
近
づ
い

た
状
況
等
を
想
定
し
て
実
施

し
、
部
隊
と
し
て
の
問
題
点

の
案
出
や
各
隊
員
の
連
携
要

領
な
ど
を
綿
密
に
行
っ
た
。

実
弾
射
撃
訓
練
に
お
い
て

は
、
安
全
管
理
を
徹
底
し
、

隊
員
同
士
の
連
携
を
綿
密
に

図
る
等
、
所
望
の
成
果
を
得

る
事
が
で
き
た
。

ま
た
、
新
隊
員
教
育
隊

（
18
名
）
も
本
射
撃
訓
練

に
参
加
し
、
初
め
て
迫
撃
砲

の
実
弾
射
撃
を
間
近
で
感
じ
、

緊
張
感
の
あ
る
訓
練
と
な
っ

た
。

ＦＴＣに向け増強中隊、連携を図る。
連隊野営

認識の統一

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
実
射
訓
練

観
測
中
の
隊
員



ＦＨ７０の射撃風景

本
訓
練
は
、
11
式
短
距

離
地
対
空
誘
導
弾
（
11
短

Ｓ
Ａ
Ｍ
）
等
を
保
有
す
る

全
国
の
高
射
特
科
部
隊
が

射
撃
準
備
、
模
擬
実
射
及

び
対
空
実
射
の
評
価
を
受

け
る
訓
練
で
あ
り
、
高
射

特
科
部
隊
と
し
て
最
大
規

模
の
訓
練
で
あ
る
。

訓
練
で
は
、
小
隊
長

（
柵
木
祥
吾
３
等
陸
尉
）

を
核
心
と
し
、
年
度
当
初

か
ら
計
画
的
に
訓
練
を
実

施
し
、
今
回
の
射
撃
に
臨

ん
だ
。
本
訓
練
に
先
立
ち
、

北
千
歳
駐
屯
地
（
北
海

道
）
に
お
け
る
転
地
訓
練

等
に
よ
り
、
射
撃
準
備
、

模
擬
実
射
及
び
対
空
実
射

の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
練

成
し
、
本
番
で
は
要
撃
成

１１短ＳＡＭの射撃風景

弾薬搭載の様子

上陸前の警戒（水上訓練）

オートバイ積載（水上訓練）

漕舟訓練（地上訓練）

砲 班

回収される無人偵察機
（スキャンイーグル２）

闇
夜
か
ら
収
集
し
ま
す
！

４

水

路

潜

入

能

力

の
向

上

訓
練
所
感

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８３号 令和５年（2023年）８・９月四 国

女
性
初
の
ド
ア
ガ
ン
射
手
と
し
て

第１４偵察隊

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

堀
慎
也
２
等
陸
佐
）
は
、

８
月
の
空
路
潜
入
訓
練
に

引
き
続
き
、
７
月
下
旬
、

第１４飛行隊

第
14
飛
行
隊
に
所
属
し
て
い
る
森

本
３
曹
で
す
。
私
は
、
７
月
中
旬
、

佐
多
射
撃
場
（
鹿
児
島
県
）
で
実
施

さ
れ
た
令
和
５
年
度
ド
ア
ガ
ン
射
撃

訓
練
に
射
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

第
14
旅
団
で
の
女
性
初
の
ド
ア
ガ
ン

射
手
と
い
う
こ
と
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
訓
練
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

佐
多
射
場
で
の
ド
ア
ガ
ン
射
撃
で

は
、
所
望
の
命
中
率
を
達
成
す
る
こ

と
で
、
次
の
射
撃
習
会
に
進
む
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
習
会
は
、
ホ

バ
リ
ン
グ
し
た
状
態
で
行
う
射
撃
、

水
平
移
動
し
な
が
ら
行
う
射
撃
、
上

昇
降
下
し
な
が
ら
行
う
射
撃
と
な
り

ま
す
。
私
自
身
な
ん
と
か
水
平
飛
行

に
よ
る
射
撃
訓
練
ま
で
到
達
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
が
、
実
際
に
水
平

飛
行
す
る
航
空
機
か
ら
の
実
弾
射
撃

は
、
と
て
も
難
し
く
、
射
手
と
し
て

最
終
段
階
ま
で
行
け
な
か
っ
た
の
が

と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
反
省
点
を
練
成
し
て
、
来

年
度
こ
そ
は
最
終
段
階
で
あ
る
上
昇

降
下
し
な
が
ら
行
う
射
撃
訓
練
に
向

け
頑
張
り
た
い
で
す
。

第１４高射特科隊

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

鶴
ケ
野
翔
太

２
等
陸
佐
）
は
、
令
和
５
年
７
月
上
旬
か
ら

下
旬
ま
で
の
間
、
静
内
対
空
射
撃
場
（
北
海

道
）
に
お
い
て
、
「
令
和
５
年
度
師
団
等
対

空
実
射
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

中
部
方
面
特
科
隊

中
部
方
面
特
科
隊(

隊
長

細
川
香
宣
１
等

陸
佐
）
は
、
８
月
上
旬
、
日
出
生
台
演
習
場

（
大
分
県
）
に
お
い
て
、
「
令
和
５
年
度
中

隊
実
射
検
閲
」
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
の
課
目
は
、
独
立
し
た
射
撃
中
隊

と
し
て
の
射
撃
を
検
す
る
も
の
で
あ
り
、
射

撃
中
隊
と
し
て
保
持
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
能
力
で
あ
る
。

台
風
が
迫
り
来
る
強
風
驟
雨
（
し
ゅ
う

う
）
の
厳
し
い
気
象
条
件
の
中
、
各
中
隊
長

の
冷
静
・
沈
着
な
指
揮
の
下
、
全
隊
員
が
団

結
し
弾
先
に
努
力
を
集
中
さ
せ
、
日
頃
の
訓

練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

本
検
閲
に
お
い
て
得
ら
れ
た
成
果
の
更
な

る
進
歩
・
向
上
を
主
眼
と
し
て
、
隊
と
し
て

訓
練
を
積
み
重
ね
、
旅
団
火
力
戦
闘
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

初！
夜間飛行

水
路
潜
入
訓
練
を
実
施
し
、
偵

察
ボ
ー
ト
の
漕
法
・
漕
舟
指
揮

及
び
上
陸
要
領
等
の
練
度
向
上

を
図
っ
た
。

当
初
、
駐
屯
地
に
お
い
て
偵

察
ボ
ー
ト
の
組
立
て
・
運
搬
、

偵
察
ボ
ー
ト
へ
の
オ
ー
ト
バ
イ

の
積
載
及
び
応
急
浮
体
の
作
成

等
の
安
全
管
理
を
含
む
地
上
で

の
練
成
を
実
施
し
、
水
上
訓
練

に
向
け
た
基
礎
を
確
立
し
た
。

水
上
訓
練
は
、
偵
察
隊
協
力

会
の
力
添
え
を
得
て
、
高
谷
漁

港
（
香
川
県
三
豊
市
詫
間
町
）

に
お
い
て
実
施
し
、
漕
舟
及
び

転
覆
復
旧
訓
練
等
の
基
礎
的
事

事
項
を
修
得
し
た
の
ち
、

舟
長
の
漕
舟
指
揮
の
も

と
、
上
陸
要
領
を
練
成
し

て
、
海
上
か
ら
潜
入
す
る

能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

隊
は
、
引
き
続
き
、

陸
・
海
・
空
を
問
わ
ず
敵

地
へ
潜
入
し
任
務
を
遂
行

し
得
る
能
力
を
向
上
し
て

い
く
。

初
め
て
の
実
射
訓
練
に

参
加
し
、
最
初
は
ミ
ス

ば
か
り
で
、
先
輩
方
に

迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
い
、

悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
後
は
発
電
機

手
と
し
て
、
任
務
達
成

に
貢
献
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

功
の
成
果
を
収
め
た
。

柵
木
小
隊
長
は
、

「
初
の
射
撃
小
隊
長
と

し
て
実
射
に
対
す
る
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
の
支
え
が
あ
り
最
高

の
１
発
を
発
射
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
要

撃
成
功
の
成
果
は
一
生

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
」
と
語
っ
た
。

第
14
高
射
特
科
隊
は
、

更
な
る
練
度
の
向
上
を

目
指
す
。

訓
練
所
感

第14飛行隊
３等陸曹 森本 早紀

全隊員の努力を弾先に集中させ

第１４情報隊

第
14
情
報
隊
（
隊
長

甲
斐
清
博
２

等
陸
佐
）
は
、
令
和
５
年
７
月
下
旬
か

ら
８
月
上
旬
の
間
、
東
富
士
演
習
場

（
静
岡
県
）
に
お
い
て
、
総
合
訓
練
を

実
施
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
第
14
情
報

隊
創
隊
以
来
、
初
と
な
る
夜
間
飛
行
で

あ
り
、
飛
行
を
指
示
す
る
班
長
の
細
か

な
指
示
の
も
と
、
飛
行
に
向
け
た
準
備

を
万
全
に
し
、
夕
日
の
中
飛
び
立
ち
、

夜
の
と
ば
り
が
下
り
る
こ
ろ
、
無
事
、

機
体
を
回
収
し
、
一
連
の
夜
間
飛
行
訓

練
が
成
功
し
た
。

第
14
情
報
隊
長
は
「
初
め
て
の
夜
間

飛
行
を
完
遂
で
き
た
事
は
、
隊
員
は
じ

め
私
自
身
も
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ま
た
部
隊
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
む

事
が
出
来
て
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

初！
夜間飛行

東
富
士
演
習
場
で
総
合
訓
練
を
実
施

射撃の観測を行う隊員

気球により気象情報を入手する気象班

訓練参加中の森本３曹

発電機手
１等陸士 杉山 晶浩

発射準備を行う隊員



見えない脅威の判別を行う。
第１４特殊武器防護隊☆期待の星☆

陸
上
自
衛
隊
全
体
の
１
％
に
過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
部
隊

で
あ
り
、
核
兵
器
・生
物
兵
器
・化
学
兵
器
な
ど
の
目
に
は
見
え

な
い
脅
威
に
対
応
す
る
化
学
科
部
隊

今
回
は
、
第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
に
所
属
す
る
沖
本
３
曹
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
き
ま
す
。

沖
本
３
曹
に
聞
き
ま
し
た
！

日
頃
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
で
化
学
情
報
陸
曹
と
し
て
各
種
検
知
器

材
に
よ
る
有
毒
化
学
剤
・
生
物
剤
及
び
放
射
性
物
質
等
の
検
知

（
偵
察
）
を
主
な
任
務
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

周
り
の
方
に
聞
き
ま
し
た
！
沖
本
３
曹
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

沖
本
３
曹
は
、
責
任
感
が
強
く
、
ま
た
体
力
・
気
力
も
旺
盛
で

あ
り
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
自
ら
進
ん
で
任
務
を
遂
行
し
ま
す
。

前
回
の
小
隊
検
閲
で
は
、
気
温
35
度
を
超
え
る
中
、
防
護
衣
・
防

護
マ
ス
ク
を
装
着
し
た
状
況
で
第
一
測
定
手
と
し
て
化
学
防
護
車

の
測
定
装
置
の
操
作
や
各
種
検
知
器
材
を
使
用
し
、
有
毒
化
学
剤

の
種
類
の
特
定
を
行
い
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

後
輩
か
ら
は
、
優
し
く
面
倒
見
が
良
い
お
兄
さ
ん
と
慕
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
進
気
鋭
の
イ
ケ
メ
ン
・
細
マ
ッ
チ
ョ
な
Ｎ
ｉ
ｃ
ｅ

ｇ
ｕ
ｙ
。
部
隊
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
す
。

趣味：ツーリング
好きなスポーツ：バトミントン
好きな食べ物：焼肉

好きなタイプ：お互いの時間を大切にしてくれる人

化
学
科
は
、
陸
曹
教
育
隊
（
大
津
）
で
３
ケ
月
の
初
級
陸
曹
課

程
を
終
え
た
後
、
化
学
学
校
（
大
宮
）
へ
入
校
し
、
化
学
陸
曹
等

と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
ま
す
。
特
に
偵
察
行
動

や
除
染
班
、
偵
察
班
の
指
揮
要
領
を
学
び
ま
す
。
原
隊
に
帰
っ
て

か
ら
は
、
即
戦
力
と
し
て
部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
鍛
錬
し

ま
す
。

化
学
科
は
、
ど
れ
だ
け
暑
く
て
も
防
護
衣
等
を
着
て
対
化
学
活

動
が
で
き
る
強
靭
な
体
力
・
気
力
が
必
要
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

過
酷
な
状
況
に
も
適
応
す
る
創
意
と
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
厳
し
い
け
れ
ど
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
」
と
、
笑
顔

で
語
る
沖
本
３
曹
が
印
象
的
で
し
た
。

第１４特殊武器防護隊
沖本 拓己

（おきもと たくき）
３等陸曹

５

各種練成訓練を実施

音楽隊協同訓練

各
駐
屯
地
の
納
涼
祭
を
音
楽
支
援

「来年は１年生」

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「陸上自衛隊の新時代」
（陸自広報用映像）を掲載中！

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８３号 令和５年（2023年）８・９月四 国

部

外

部

内

■
第
１
４
２
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程

（
支
援
助
教
）

中
部
方
面
混
成
団
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

高
橋

暁
洋

第
４
陸
曹
教
育
隊
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

山
下

凌
平

■
第
20
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程

（
支
援
助
教
）

第
３
１
４
共
通
教
育
中
隊
長
賞

第
14
後
方
支
援
隊

３
等
陸
曹

河
野

悠
希

第
１
１
０
教
育
大
隊
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

坂
本

一
刀

■
第
１
４
２
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程

中
部
方
面
混
成
団
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

陸
士
長

吉
田

直
樹

第14高射特科隊
３等陸曹 岡﨑 宏冶

第１４旅団司令部付隊第１４音楽隊

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊

（
隊
長

菅
貴
光
３
等
陸

佐
）
は
、
小
火
器
射
撃
訓
練
、

偽
装
網
展
張
訓
練
及
び
車
両

操
縦
訓
練
を
実
施
し
た
。

各
訓
練
は
、
隊
の
任
務
遂

行
能
力
の
向
上
及
び
旅
団
司

令
部
に
対
す
る
支
援
任
務
を

確
実
に
遂
行
で
き
る
よ
う
隊

員
の
識
能
・
技
能
を
段
階
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
。

特
に
車
両
操
縦
訓
練
は
、

多
く
の
機
動
、
輸
送
任
務
を

有
す
る
旅
団
司
令
部
付
隊
に

と
っ
て
重
要
な
訓
練
で
あ
り
、

各
種
車
両
の
特
性
に
応
ず
る

隊
員
の
操
縦
技
量
を
組
織
的

に
把
握
し
、
指
導
す
る
こ
と

に
よ
り
、
隊
員
自
ら
に
癖
を

認
識
さ
せ
、
安
全
・
確
実
な

任
務
遂
行
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
。

隊
は
、
車
両
無
事
故
走
行

約
８
０
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中
福
島
昭
洋
２
等
陸
尉
）
は
、
７
月
22
日

に
善
通
寺
ま
つ
り
（
香
川
県
）
、
８
月
４
日
に
高
知
駐
屯
地
納
涼
祭

（
高
知
県
）
、
８
月
19
日
に
松
山
駐
屯
地
納
涼
祭
（
愛
媛
県
）
等
、

各
駐
屯
地
で
開
催
さ
れ
た
納
涼
行
事
を
支
援
し
た
。

部内 ・外表彰

■
第
52
回
全
日
本
青
少
年
銃
剣
道
大
会

青
年
２
部
団
体
戦

第
３
位

第
50
普
通
科
連
隊

先
鋒

陸
士
長

平
石

敬
治
郎

中
堅

陸
士
長

岡
田

海
斗

大
将

陸
士
長

山
中

飛
龍

８
０
０
日
を
継
続
中
（
令
和
５
年
８

月
末
現
在
）
で
あ
り
、
引
き
続
き
部

隊
の
機
動
力
の
根
幹
た
る
各
操
縦
手

の
車
両
操
縦
技
量
を
向
上
さ
せ
、
当

面
は
、
車
両
無
事
故
走
行
３
０
０
万

キ
ロ
メ
ー
ル
を
目
標
に
各
種
任
務
に

臨
ん
で
い
く
。

善
通
寺
ま
つ
り
に
お
い

て
は
、
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
演
奏
を
行
い
「
聖
者

の
行
進
」
「
善
通
寺
ば
や

し
」
「
栄
光
の
架
け
橋
」

等
の
楽
曲
を
披
露
し
た
。

我
が
家
に
は
２
人
の
子
供
が
い
ま
す
。
長
女

芽
依
（
め

い
）
６
歳
、
長
男

圭
（
け
い
）
３
歳
で
す
。
２
歳
か
ら
保

育
園
に
入
園
し
当
初
は
、
保
育
園
に
行
く
の
を
泣
い
て
嫌

が
っ
て
い
た
長
女
が
、
今
で
は
年
長
ク
ラ
ス
に
進
級
し
ま
し

た
。
保
育
園
で
は
、
友
達
や
下
の
ク
ラ
ス
の
子
た
ち
を
よ
く

お
手
伝
い
し
、
友
達
も
沢
山
で
き
、
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
と

担
任
の
先
生
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
家
で
も
よ
く
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
娘
の
成
長
を
肌
で
感
じ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
長
女
も
来
年
度
か
ら
小
学
生
に
な
り
ま
す
。
５
月

に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
購
入
し
に
行
き
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
小
学
校
に
行
く
の
を
、
す
ご
く
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
に
な
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
も
増
え
る
け
ど
た
く
さ

ん
お
友
達
を
作
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
元
気
い
っ
ぱ
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
ね
。
パ
パ
と
マ
マ
は
い
つ
も
応
援
し
て

い
ま
す
。

中
で
も
「
栄
光
の
架

け
橋
」
に
お
い
て
は
、

福
元
洋
一
善
通
寺
駐

屯
地
司
令
（
当
時
）

の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン

演
奏
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
会
場
の

観
客
を
驚
か
せ
た
。

松
山
駐
屯
地
納
涼

祭
に
お
い
て
は
、
駐

屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
中

央
に
設
置
さ
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
上
で
懐

か
し
い
「
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
バ
」
や
、
夏
ら

し
い
「
シ
ー
ズ
ン
・

イ
ン
・
ザ
・
サ
ン
」

等
の
楽
曲
を
披
露
し

た
。各

納
涼
行
事
等
の

特
性
に
合
わ
せ
た
演

奏
に
よ
り
、
隊
員
の

士
気
を
高
揚
す
る
と

と
も
に
、
隊
員
家
族

や
一
般
来
場
者
等
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い

た
。

■
三
軒
屋
駐
屯
地
警
備
支
援
（
褒
賞
）

三
軒
屋
駐
屯
地
司
令

第
15
即
応
機
動
連
隊

１
等
陸
士

柳
田

隼

１
等
陸
士

中
西

慧
人

指揮通信車の車両操縦訓練を行う隊員

松山駐屯地納涼祭の様子

善通寺まつりの様子


